
0-0569   糖質制限食の実践により短期間で血糖値が安定
し、安全に胆嚢摘出術を施行できた 1例
公立富岡総合病院外科
門脇晋,尾形敏郎,五十嵐清美P野田大地,井上昭彦 ,

池田憲政,小林梓,櫻井みずき,村上立真,佐藤尚文

39歳男性。胆石発作のため当科入院。20歳代で糖尿病を指摘さ
れ、近医通院 していた。当科入院時は身長 175cm、 体重
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嚢摘出術を考慮し、高雄病院 江部康二先生らが提唱する糖質
制限食を勧め、家族の協力も得て自宅で実践した。インスリン
や経口血糖降下薬は一切使用しなかった。 2か 月後に体重
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行できた。糖尿病は3大合併症だけでなく脳梗塞、心筋梗塞な
どの危険因子であり、外科手術においては感染や縫合不全など
の術後合併症のリスクが高くなることは周知の事実である。ま
た肥満に伴う内臓脂肪増加により麻酔管理や腹部での手術操作
は困難さを増す。しかし従来の糖尿病治療や肥満対策の概念で

機禦器器源絡震倉奪譜藩荘鳥奮F舞巣墨滉七域票菅再髪乱證賃
を一定期間実践することにより安全に手術を施行でき、医療経
済的にも大きなメリットがあると考え報告する。

0-0570   -般 消化器外科領域におけるLOMの予測と
NST活動
東邦大学医療センター大森病院栄養治療センター D,東邦大学
医療センター大森病院一般消化器外科a

鷲澤尚宏n,大嶋陽幸10,名 波竜規12D,伊藤正朗10,長嶋康雄10,

甲田貴丸121,金子奉暁υ,前田徹也υ,黒岩実0,島田英昭υ,
金子弘真υ
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にとっての診療報酬上のメリットも大きな課題である。東邦大
学医療センター大森病院における一般外科領域のNST活動と
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訳は術後の管理法に関する術前からの介入が30%で67%が化学
療法の予定であったが、LOM全体は介入理由の41%であり、
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るが、判定方法の確立が必要である。

0-0571   NSTへ の取り組みと課題
南和歌山医療センター
中谷佳弘,岡正巳,小澤悟,藤田洋一,日端宏尭

♀翌菫缶総合病院舞霧
院における緩和ケアの実際と課題

渋谷均,佐々木賢一,斉藤慶太,奥谷浩一,内山素伸,
宇野智子

0-0573
の実態

大分県の外科におけるモンスターベイシェント

大分大学地域医療学センター外科D, 大分県外科医会の,大分
大学0

上田貴威D,野口剛D 白石憲男D,内田雄三a,北野正剛紛
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ケートは、MPの経験、医療訴訟、および患者・医師関係の改
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施設内のMP対策のシステム構築と同時に、個々の患者対応ス
キルを向上させる必要があると思われる。
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